
     
 

 
 

 
 

 
                  

 
 

 
 

 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

八
月
二
日
約
三
五
〇
名
の

方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
に 

ぎ
や
か
な
夏
祭
り
を
無
事
に
終

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

自
治
会
長
さ
ん
達
と
市
民
セ

ン
タ
ー
の
方
々
担
当
に
よ
る
ガ

ラ
ガ
ラ
く
じ
。
こ
ち
ら
は
皆
さ
ん
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
く
じ
を
引 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

き
「
ジ
ャ
ラ
ン
、
ジ
ャ
ラ
ン
」 

と
な
る
と
大
当
た
り
。 

美
味
し
そ
う
な
匂
い
を
さ
せ 

て
い
る
の
は
、
定
番
の
焼
そ
ば
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
。
ね
じ
り
鉢 

 

巻
き
姿
で
汗
を
か
き
か
き
、
味 

 

に
自
信
の
有
る
方
々
で
か
わ
る 

 

が
わ
る
焼
い
て
頂
き
ま
し
た
。 

      
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

                        
 
 

 
 

夏
の
風
物
詩
の
か
き
氷
は 

自
治
会
長
さ
ん
に
や
っ
て
い 

 

 

た
だ
き
、
寿
会
の
み
な
さ
ん 

             
 

 

                      
 

 

 
 

 

は
、
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
を
揚 

 

げ
、
絶
妙
な
味
付
け
で
販
売 

 
 

  
 

 

 
 

 
 

 

 

 

 
 

 

 
 

 
 

         
 

 

 
 

九
月
二
七
日
朝
見
小
学
校 

 

体
育
館
に
お
い
て
、
三
重
大 

 

学
准
教
授
の
、
川
口
淳
氏
を 

 

講
師
に
「
大
地
震
・
大
津
波 

か
ら
命
を
守
る
～
今
や
る
べ 

 し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
に
は
グ
ッ
ズ
・ 

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、
ジ
ュ
ー
ス
販
売

な
ど
を
お
願
い
し
ま
し
た
。 

運
動
場
で
は
、
「
松
阪
し
ょ
ん

が
い
音
頭
保
存
会
」
の
方
々
の
、

リ
ー
ド
で
、
町
内
の
子
供
た
ち
か 

 

ら
大
人
ま
で
一
緒
に
な
っ
て
踊 

っ
た
り
、
見
て
楽
し
ん
だ
り
と
、 

夏
の
夜
を
家
族
で
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

 

         
 

 
 

午
後
八
時
半
を
周
り
、
大
花
火 

大
会
が
開
始
さ
れ
、
ま
た
ま
た
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
方
々
に
お
世
話
に
な
り
、 

ま
し
た
。 

 

花
火
は
運
動
場
の
東
の
方
で

打
上
げ
ら
れ
、
親
子
、
家
族
、
み 

 

ん
な
で
花
火
大
会
を
楽
し
む
こ 

と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

当
日
、
準
備
を
始
め
る
と
き
に 

は
、
天
候
の
方
も
少
し
心
配
し
て

い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
祭
り
へ

の
情
熱
で
雨
も
降
ら
ず
、
た
く
さ

ん
の
笑
顔
が
見
ら
れ
、
無
事
に
終

え
る
こ
と
が
出
来
、
大
成
功
の
夏 

 
 
 

 

祭
り
で
し
た
。 

        

き
こ
と
は
？
」
と
題
し
て
防
災 

講
演
会
を
開
催
。
約
七
十
名
が 

受
講
し
ま
し
た
。 

 

今
後
の
災
害
が
発
生
す
る
確 

率
や
、
災
害
の
内
容
、
日
頃
の 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

広
く
先
進 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

地
に
学
ぼ
う 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

と
、
九
月
十 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

四
日
視
察
・ 

 
 

 
 

 
 

 
 

研
修
を
実
施
。 

 
 

 
 

 
 

 

今
年
は
全
戸 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
案
内
チ
ラ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

シ
で
お
知
ら 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

せ
し
た
こ
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

も
あ
り
、
例 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

年
よ
り
二
割 

 

 
 

多
い
四
十
八
人
が
参
加
。 

 
 

 
 

備
え
や
、
マ
ス
メ
デ
ア
を
通
し 

 

て
は
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
、 

 

 

貴
重
な
内
容
を
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
、
解
り
易
く
お
話
し
い
た

だ
き
、
大
変
参
考
に
さ
せ
て
い 

 

た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 

受
講
さ
れ
た
み
な
さ
ん
か 

 

ら
も
「
内
容
が
非
常
に
よ
か
っ 

 

た
」
と
の
声
を
聴
き
ま
し
た
。 

  
 

  
 

十
月
十
九
日
、
市
防
災
訓
練 

 

が
開
か
れ
、
公
的
機
関
が
メ
イ 

 
 
 

 

 

ン
の
大
規
模
な
訓
練
で
し
た
。 

 
 

朝
見
地
区
か
ら
は
、「
避
難 

 
 

 

所
運
営
・
救
助
・
応
急
手
当
」 

 

の
そ
れ
ぞ
れ
の
訓
練
に
参
加 

 

し
ま
し
た
。
ま
た
、
情
報
・
伝 

 

達
訓
練
に
は
、
「
朝
見
ハ
ム
ク

ラ
ブ
」
の
会
員
が
早
朝
よ
り
参 

 

加
し
通
信
訓
練
を
実
施
。 

 
 

  
 
 
 
 
 

 
 

 
 

作
年
も
県
内
外
か
ら
の
視 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

察
団
が
多
く
、
五
月
高
松
市
、 

 

八
月
に
は
西
脇
市
、
九
月
大 

 

野
町
（
岐
阜
）、
十
二
月
掛 

 

川
市
か
ら
朝
見
を
訪
門
。 

 
 

ど
の
視
察
団
も
当
朝
見
の 

防
災
に
関
す
る
取
り
組
に
つ 

 

 
 

  
 

一
行
は
、
朝
七
時
半
に
出 

 

発
。
昼
食
を
取
り
、
午
後
に 

 

は
中
電
・
浜
岡
原
子
力
館
へ
。 

 

展
望
台
か
ら
の
大
パ
ノ
ラ
マ 

 

に
思
わ
ず
歓
喜
。
発
電
所
敷 

 

地
内
も
見
渡
せ
、
海
抜
二
二 

 

メ
ー
タ
ー
の
高
さ
の
防
波
壁 

 

は
壮
観
そ
の
も
の
。 

 
 

館
内
で
は
、
実
物
大
原
子 

 

炉
模
型
で
、
原
子
力
発
電
の

「
し
く
み
・
構
造
」
を
映 

 

像
な
ど
で
詳
し
く
学
ぶ
こ
と 

 

が
で
き
ま
し
た
。 

 

 

い
て
関
心
が
高
く
、
防
災
訓 

 

練
の
内
容
を
映
像
を
交
え
て 

説
明
。
質
疑
で
は
「
災
害
時
協 

 

力
企
業
」
と
の
連
携
に
つ
い 

て
な
ど
数
多
く
の
質
問
が
出 

さ
れ
ま
し
た
。 

 

     
 

朝
見
地
区
の
緑
に
囲
ま
れ 

 

た
美
し
い
自
然
や
希
少
種
（
ト 

 

ウ
カ
イ
コ
ガ
タ
ス
ジ
ジ
マ
ド 

 

ジ
ョ
ウ
）
が
生
息
す
る
あ
り
の

ま
ま
の
地
域
の
素
晴
ら
し
さ

と
環
境
保
全
を
目
的
に
、
小 

 

学
校
四
年
生
以
上
が
描
い
た 

 

環
境
ポ
ス
タ
ー
。 

 
 

そ
の
全
ポ
ス
タ
ー
を
各
地 

 

区
へ
掲
示
し
、
朝
見
地
区
の 

 

環
境
へ
の
取
り
組
み
を
訴
求 

 

し
て
い
ま
す
。 

 
 

平
成
二
十
六
年
度
の
優
秀 

 

ポ
ス
タ
ー
は
以
下
の
通
り
。 

 

会
長
賞
、
田
中
陽
来
（
六
年
） 

 

館
長
賞
、
増
田
綾
華
（
四
年
） 

 

入
選
、
神
田
明
寿
美
、
平
田 

 

愛
奈
、
新
美
満
莉
愛
（
四
年
） 

 

小
林
春
樹
、
岡
田
七
海
、
北
村 

 

安
惟
人
、
牧
戸 

一
（
五
年
） 

 

橘 

優
衣
、
加
藤
朱
良
、
長
谷 

川
玲
旺
（
六
年
） 

 

      
 

第
九
回
ふ
れ
あ
い
作
文
コ 

 

ン
ク
ー
ル
を
本
年
度
も
募
集
。 

 

各
学
年
で
テ
ー
マ
を
決
め
書 

 

い
て
も
ら
い
、
昨
年
よ
り
一 

 

名
多
い
十
九
名
を
選
ば
せ 

 

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
入
選 

 

は
以
下
の
通
り
で
す
。 

 

入
選 

（
一
年
）
小
林
爽
凪 

 

本
田
椛
、（
二
年
）
上
野
紗
也 

 

花
、
長
谷
川
妃
愛
、
増
田
洸 

 

希
、（
三
年
）
岡
田
桜
子
、
木 

 

下
柚
加
、
後
藤
夢
果
、（
四
年
） 

 

長
谷
川
颯
良
、
平
田
愛
奈
、 

 

増
田
綾
華
、（
五
年
）
岡
田
七 

 

海
、
小
坂
智
那
、
三
田
康
太 

 

郎
、
宮
前
了
也
、（
六
年
）
加 

 

藤
朱
良
、
田
中
里
沙
、
野
呂 

 

柚
葉
、
長
谷
川
玲
旺 

   
 

  
 

防
犯
部
会
で
は
、
週
二
回 

 

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い 

 

ま
す
。
以
前
の
車
は
、
夏
は 

 

エ
ア
コ
ン
は
効
か
ず
、
故
障 

 

も
多
く
隊
員
か
ら
「
車
を
替 

 

え
て
ほ
し
い
」
と
の
声
も
あ 

 

り
、
業
者
に
依
頼
。
昨
年
夏 

 

買
い
替
え
る
こ
と
が
で
き
、 

 

テ
ー
プ
も
吹
き
替
え
、
パ
ト 

 

ロ
ー
ル
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 
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明
け
ま
し
て 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

地
区
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
つ
つ
が
な
く
新 

し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
素
は
朝
見
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
ご
理
解
と
ご
協 

力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
か 

げ
さ
ま
で
、
旧
年
事
業
も
無
事
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

平
成
二
十
七
年
も
役
員
、
運
営
委
員
一
同
、
力
を
合
わ
せ
、 

こ
の
町
を
安
心
、
安
全
な
町
、
そ
し
て
絆
を
高
め
、
和
気 

あ
い
あ
い
な
町
へ
と
、
地
区
の
皆
様
全
員
と
力
を
合
わ 

せ
て
、
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
た
く
さ 

ん
の
方
の
ご
参
加
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま 

し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 

 

平
成
二
十
七
年
一
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

会
長 
北
川 

敏
雄 

夏
ま
つ
り
・
大
盛
況
！ 

家
族
で
楽
し
む 

❘
地
区
内
か
ら
三
五
〇
人
で
に
ぎ
わ
う
❘ 

 

❘
大
震
災
・
大
津
波
❘ 

今
や
る
べ
き
こ
と
は
！ 

防
災
講
演
会
開
か
れ
る 

     

 
◆視察・研修◆ 

中電 浜岡発電所 見学 

朝
見 

環
境
ポ
ス
タ
ー 

 
 
 
 

❘
二
〇
一
四
❘ 

ふ
れ
あ
い 

作
文
コ
ン
ク
ー
ル 

青
パ
ト
車
が 

新
し
く
な
り
ま
し
た 

☆皆さんよろしくお願いします

☆ 

県
外
か
ら
の
視
察
受
入
れ 

 

市
防
災
訓
練
に
参
加 

❘
昨
年
を
振
り
返
っ
て
❘ 



活
動
か
ら
十
一
年 

水
路
清
掃
美
化
活
動 

今
年
は
全
地
域
で
五
四
〇
名
参
加 

福
祉
部
会 

出
前
講
座 

各
地
区
で
開
催 

松阪牛まつり 

満
八
十
歳
以
上
の
方
に 

記
念
品
贈
呈 

 

       

第
九
回
朝
見
ふ
れ
あ
い
芸
能 

大
会
が
、
十
月
十
八
日
（
土
）
夜 

朝
見
小
学
校
体
育
館
で
開
催
さ 

れ
、
地
区
内
の
子
供
、
大
人
、
総 

勢
三
百
名
近
く
の
人
が
芸
能
大 

会
を
満
喫
。
小
林
豊
、
野
林
恵 

利
子
の
両
氏
が
司
会
を
務
め
、
全

体
で
十
九
組
の
出
演
者
が
カ
ラ 

オ
ケ
、
日
本
舞
踊
、
太
極
拳
、
フ 

 

ラ
ダ
ン
ス
な
ど
披
露
。
多
彩
な
出

し
物
で
会
場
は
大
盛
り
上
が
り
。 

 

ア
ン
コ
ー
ル
大
賞
に
選
ば
れ

た
、
佐
久
米
町
の
小
林
誠
（
と
も 

                              

        

せ
）
さ
ん
が
歌
う
「
あ
り
が
と 

 

う
・
・
・
・
感
謝
」
の
歌
声
は

会
場
を
響
き
わ
た
り
、
感
動
を

よ
び
ま
し
た
。 

 
 

続
い
て
行
わ
れ
た
福
引
き 

 
大
会
で
は
「
松
阪
牛
」「
高
価 

 
 
 

 
 

電
化
製
品
」
な
ど
が
当
た
る 

         

 

    
 

 

 
 

 

      
 

活
動
か
ら
十
一
年
を
迎
え

た
櫛
田
川
左
岸
二
号
・
三
号
水 

 
 

             

     

   
 

商
品
も
あ
り
、
番
号
が
呼
ば
れ

る
た
び
に
参
加
者
は
「
ド
キ
ド

キ
」
の
福
引
大
会
と
な
り
ま
し

た
。
尚
、
今
大
会
に
お
い
て
関

係
各
位
に
多
数
の
御
寄
付
を

頂
き
ま
し
た
こ
と
、
御
礼
申
し 

 
 

あ
げ
ま
す
。 

 
 
 

  
           

 

    

路
清
掃
活
動
。
回
を
重
ね
る 

 

度
に
参
加
者
が
増
し
、 

 
 

             

  

一
昨
年
度
よ
り
五
百
名
を
超

え
る
活
動
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

今
日
、
河
川
は
単
に
治
水
、 

 

利
水
機
能
の
施
設
と
し
て
だ 

 

け
で
な
く
、
河
川
の
持
つ
多
様 

 

な
自
然
環
境
や
水
辺
空
間
が
、 

 

潤
い
の
あ
る
生
活
環
境
の
舞 

 

台
と
し
て
の
役
割
を
期
待
さ 

 

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い 

 

ま
す
。 

 

 
 

五
百
名
を
超
え
る
地
区
住 

 
 

       
 

第
六
十
五
回
松
阪
肉
牛
共 

 

進
会
＆
市
制
施
行
十
周
年
記 

 

念
事
業
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し 

 

て
、「
松
阪
牛
ま
つ
り
」
が 

 

十
一
月
二
十
三
日
・
農
業
公
園 

 

ベ
ル
フ
ァ
ー
ム
で
開
催
さ
れ
、 

 

終
日
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い 

 

ま
し
た
。（
主
催
＝
松
阪
牛
ま 

 

つ
り
実
行
委
員
会
） 

 
 

朝
見
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

     

  

        
 

 

で
は
、
今
年
も
「
松
阪
牛
肉
入 

 
 
 

 

り
・
味
ご
は
ん
」
を
出
店
。 

 

（
米
は
朝
見
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
を 

 

使
用
） 

 

こ
の
、
松
阪
牛
肉
入
り
味
ご
は 

 

 

民
に
よ
る
河
川
の
清
掃
・
美
化 

 

活
動
か
ら
、
環
境
保
全
意
識
の 

 

高
ま
り
を
窺
い
知
る
こ
と
が 

 

で
き
ま
す
。 

 
 

今
後
の
活
動
は
、
河
川
の
水 

 

質
や
保
全
、
水
と
緑
の
景
観
、 

 

河
川
空
間
で
繰
り
広
げ
ら
れ 

 

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
に
と
、 

 

活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た 

 

い
と
考
え
て
い
ま
す 

  
 

       

ん
は
昔
か
ら
伝
わ
る
朝
見
伝 

 

統
の
食
文
化
で
、
他
、「
朝 

 

見
米
」
な
ど
「
朝
見
」
を
も 

 

っ
と
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
協

議
会
で
毎
年
出
店
し
て
い
る

事
業
で
す
。 

前
日
の
午
後
よ
り
、「
料
理 

 

ク
ラ
ブ
」
の
方
、
有
志
の
方 

 

で
下
準
備
。
当
日
は
朝
七
時 

 

よ
り
、
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
、 

 

三
十
五
升
分
の
米
を
炊
き
上 

 

げ
ま
し
た
。 

 
 

ベ
ル
フ
ァ
ー
ム
販
売
ブ
ー 

 

ス
で
は
、
十
時
よ
り
販
売
を 

 

開
始
。（
味
ご
は
ん
＝
三
百
ｇ 

 

四
百
円
）
十
一
時
半
ご
ろ
に 

 

は
長
い
列
も
で
き
、
十
二
時 

 

過
ぎ
に
は
四
八
一
食
を
完
売 

 

し
ま
し
た
。 

 
 

ま
た
、
六
十
五
回
松
阪
肉 

 

牛
共
進
会
で
は
、
今
年
の
松
阪 

 

牛
女
王
に
あ
た
る
優
秀
賞
一 

 

席
に
、
大
宮
田
町
永
田
憲
明 

 
さ
ん
が
育
て
た
「
お
ふ
く
ひ 

 
め
」（
体
重
六
八
八
ｋ
ｇ
）
が 

 

高
値
で
落
札
。
同
町
永
田
さ 

 

ん
は
親
子
二
代
に
渡
る
松
阪 

 

 

牛
の
肥
育
農
家
。
自
身
、
三 

 

回
目
の
授
賞
で
す
。 

  

 
 
 

     
 

子
ど
も
同
士
や
親
同
士
の 

 

交
流
の
場
な
ど
を
提
供
し
て 

 

「
朝
見
っ
子
」
を
育
て
よ
う
。 

 

現
在
朝
見
幼
稚
園
は
休
園
と 

 

な
っ
て
お
り
、
地
域
の
人
達 

 

 

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

 

の
場
を
作
り
、
地
域
あ
げ
て 

 

子
ど
も
達
を
育
く
む
機
会
を 

 

作
ろ
う
と
「
ひ
よ
こ
教
室
」 

 

が
昨
年
十
二
月
ま
で
に
六
回 

 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

近
年
地
区
内
の
未
就
学
児 

 

は
減
り
、
ま
た
、
西
黒
部
幼 

 

稚
園
へ
通
う
未
就
学
児
も
増 

 

え
、「
ひ
よ
こ
教
室
」
へ
参 

 

加
す
る
子
供
た
ち
も
へ
り
ま 

 

し
た
。
青
少
年
育
成
部
長
は 

 

「
熱
心
に
来
て
下
さ
る
子
供 

 

達
。
元
気
な
子
供
の
為
に
、 

 

私
達
も
張
り
切
っ
て
参
加
し 

 

た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
話
し

て
い
ま
す
。 

   
 

               
 

「
出
前
講
座
」
が
各
地
区 

 

で
開
催
さ
れ
、
の
べ
二
百
人 

 

近
く
の
人
が
参
加
さ
れ
ま
し 

 

た
。
こ
の
「
講
座
」
は
第
四
抱 

 

活
支
援
セ
ン
タ
ー
、
市
保
健 

 

 

セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て 

 

「
元
気
な
体
づ
く
り
」「
悪
徳 

 
 

 

商
法
撃
退
法
」
な
ど
の
テ
ー

マ
で
開
か
れ
、
参
加
者
は
「
近

く
で
や
っ
て
も
ら
え
て
良
か
っ

た
。
村
の
親
睦
に
な
っ
た
。」
と

話
し
て
い
ま
す
。 

 
 

    
 

地
域
の
高
齢
者
を
敬
い
、 

 

高
齢
者
を
祝
う
事
業
、「
地 

 

域
敬
老
事
業
」
は
本
年
度
よ 

 

り
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が 

 

進
め
る
こ
と
と
な
り
、
今
年 

 

は
満
八
十
歳
以
上
（
二
十
六 

 

年
十
二
月
三
十
一
日
現
）
の 

方
に
記
念
品
を
、
協
議
会
か
ら

の
手
紙
と
、
朝
見
小
児
童
か
ら

の
手
紙
を
添
え
て
贈
呈
い
た
し

ま
し
た
。 

 
 

 

  

毎
月
十
一
日
に
マ
ッ
ク
ス
バ
リ

ュ
中
央
店
に
於
い
て
黄
色
い
レ
シ

ー
ト
を
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

               

今
年
も
出
店 

松
阪
牛
肉
入 

味
ご
は
ん
四
八
〇
食
完
売 

  

 

多
彩
な
出
し
物 

感
動
を
呼
ぶ 

朝
見
ふ
れ
あ
い
芸
能
大
会
開
か
れ
る 

ア
ン
コ
ー
ル
大
賞
に 

選
ば
れ
た
小
林 

誠
さ
ん 

ひ
よ
こ
教
室 

六
回
開
か
れ
る 

地
域
の
和 

広
げ
る 

優秀賞の永田憲明さ

ん 

 
◇災害時協力企業（事業所）の紹介◇ 

《朝見地区内の各事業所と災害時の救出作業の協力協定を行っています》 
 
 
（朝田）(株)北川鉄工建設・葵クレーン（立田）宝山石油(株)・中

尾木材(有)・(株)ミック・鍛冶春建設(有)・さくらテラス（和屋）ス

スキ産機(有)・溝口土建・井上組・(有)安達建設（上七見）㈲橋本

電機・奥村農産（下七見）東部建設(株)（新屋敷）第一産業(株)（古

井）(有)松井工務店・榊産業(有)・エムエフマツモト(有)・岡田園芸・

(株)サンカ機工（佐久米）小林ファームライスセンター（大宮田）

茂谷工務店・大徳建設(株)・上川運送(株)・JA 松阪農機センター  

♩♫♪♬ 

幸
せ
の
黄
色
い 

レ
シ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

ひよこ教室参加者のみなさん 


